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“

會

心 の 優 勝 雄 は 必 ず 持 つ て 帰 り ま す

鋤
職
相
●

●

い
よ
い
よ
、
七
月
二

十

一
日
か
ら
県
中
体
連

大
会
が
始
ま
り
ま
す
。

出
場
権
を
得
た
選
手
諸

君
、
正
々
堂

々
と
悔

い

の
残
ら
な

い
試
合
を
し

て
き
て
く
だ
さ

い
。

応

援

し

て

い
ま

す

。

【
七
月
二
十

一
日
】

☆
男
子
パ
レ
ー

一
回
戦

（
対
桜
木
中
）

［
山
鹿
市
菊
鹿
町
多
目

的
研
修
集
会
施
設
］

☆
サ
ッ
カ
ー

一
回
戦

（対
稜
南
中
）

［
長
洲
町
金
魚
と
鯉

の

郷
広
場
］

☆
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
回
戦

（対
北
部
中
）

☆
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
回
戦

（対
佐
敷
中
）

ダ
ブ
ル
ス
一
回
戦

手
島
ほ
の
か
。
宮
本
瑞
季

［人
代
市
総
合
体
育
館
］

☆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

一
回
戦

（対
大
津
中
）

［玉
名
市
総
合
体
育
館
］

★
剣
道

（個
人
女
子
）

柴
尾
結
依

［合
志
市
ヴ
イ
ー
ブ
ル
］

★
水
泳

（個
人
）

西
村
真
速

（
四
百

ｍ
自
由
形

。
二

百

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）

坂
上
由
夏

（百

ｍ
背
泳
ぎ
）

［ア
ク
ア
ド
ー
ム
］

【七
月
二
十
二
日
】

★
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
ダ
ブ
ル
ス
ニ
回
戦

園
飛
呂
菜

・
山
口
颯
太

★
水
泳

（個
人
）

坂
上
由
夏

（二
百

ｍ
背
泳
ぎ
）

［ア
ク
ア
ド
ー
ム
］

★
空
手
道

（個
人
）

松
下
将
大

（代
表
男
子
組
手
）

増
岡
和
呼

（代
表
女
子
組
手

。
形
）

［菊
池
市
総
合
体
育
館
］

な
お
、
県
吹
奏
楽

コ

ン
ク
ー

ル
が
七
月
二
十

四
日
に
熊
本
県
立
劇
場

で
行
わ
れ
、
本
校
吹
奏

楽
部
も
参
加
し
ま
す
。

演
奏
時
間
は
午
前
十
時

四
十
七
分
予
定
で
す
。

陣
‥

出
せ

〓ハ一一」

、
己
一

し

走ヽ
き

〈〓〓一一

大
を

菫
翼

０「ａｒ■●

体
旋

中
明

県
岱

さ
あ
，
夏
億
み
で
す
‥

早
い
も

の
で
、
あ

っ

と

い
う
間
に
、
夏
休
み

が
き
ま
し
た
。
授
業

日

数
は
六
十
九
日
で
し
た
。

こ
の
間
、
大
き
な
事
故

や
病
気
も
な
く
、
生
徒

た
ち
が
元
気
に
学
校
に

通

っ
て
く
れ
た
こ
と
を

校
長
と
し
て
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

夏
休
み
明
け
の
人
月

二
十
七
日
も
、
全
生
徒

が
元
気
に
登
校
し
て
く

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
家
庭

で
は
以
下
の
４
点
に
注

意
し
て
家
庭
生
活
を
過

ご
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
命
を
守
る

交
通
事
故

・
水
難
事

故
等
に
遭
わ
な

い
よ
う

声
か
け
を
忘
れ
な
い
。

②
規
則
正
し
い
生
活
を

送
ら
せ
、
体
調
管
理
に

努
め
る
。

・
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
は
ん
を
習
慣
づ
け
る
。

・
や
り
き
り
表
等
を
意

識
し
て
生
活
さ
せ
る
。

・
家
族
の

一
員
と
し
て
、

家
の
手
伝
い
を
さ
せ
る
。

・
歯

の
治
療
等
は
、
部

活
動
よ
り
優
先
さ
せ
る
。

。
熱
中
症
対
策
を
す
る
。

０

ル
ー
ル
を
遵
守
さ
せ
、

問
題
行
動
等
を
未
然
に

防
ぐ
。

午
後
七
時
ま
で
の
帰

宅
を
守
ら
せ
、
外
泊
を

さ
せ
な
い
。

●
毎
日
、
計
画
的
に
家

庭
学
習
を
行
う
。

以
上
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
、　
一
番
心
配
し
て

い
る
こ
と
は
、

ス
マ
ホ

（ラ
イ
ン
や
ツ
イ
ツ
タ
ー

な
ど
）
で
個
人
の
悪

口

や
仲
間
外
し
、
相
手
を

傷

つ
け
る
よ
う
な

こ
と

を
書
き
込
む
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
悪
質
な

い
じ

め
で
す
。
命
に
関
わ
る

こ
と
な

の
で
、
各
家
庭

で
は

一
番
関
心
を
持

っ

て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い

る
も
の
の

一
つ
で
す
。

我

々
大
人
は
、
便
利

な
も

の
で
あ
る
と
同
時

に
、
人
の
人
生
を
狂
わ

せ
て
し
ま
う
ほ
ど
危
険

な
も
の
を
買

い
与
え
て

い
る
と
い
う

「自
党
」

と
子
ど
も
の
命
を
守
る

と

い
う

「責
任
」
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

学
校

の
基
本
姿
勢
は

以
下
の
通
り
で
す
。

●

ス
マ
ホ
は
安
易
に
持

た
せ
な
い
。

②
持
た
せ
る
な
ら

「
岱

明
中
校
区
携
帯
電
話
等

使
用
ル
ー
ル
」
を
我
が

子
に
守
ら
せ
、
自
他
の

命
に
関
わ
る
よ
う
な

こ

と
は
絶
対
さ
せ
な

い
よ

う
指
導
す
る
。

③
ト
ラ
ブ

ル
等
の
対
応

は
原
則
各
家
庭
で
行
う
。

④

ス
マ
ホ
等

で
の
い
じ

め
や
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り

教
育
活
動
に
支
障
を
来

た
す
場
合
は
、
解
約
を

お
願
い
す
る
。

い
じ
め
は
絶
対
許
さ

な

い
！
各
家
庭
で
の
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
玉
名
市

全
小
中
学
校

の
夏
休
み

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

一
、
２
日
間
の
短
縮

生
徒
た
ち
の
授
業
は
あ

お
知
ら
せ

り
ま
せ
ん
が
、
土
、
日

及
び
祝
日
以
外
を
除
き
、

職
員
は
勤
務
し
て
い
ま

す
。

二
、
学
校
閉
庁
日
実
施

人
月
十
三
日
～
十
五
日

は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
職
員
も
出
校
せ

ず
学
校
を
閉
じ
ま
す
。

ご
協
力
と
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

「
命

の
尊

さ

」

や

「生
き
て
い
る
こ
と

の

素
晴
ら
し
さ
」
を
伝
え

る
た
め
に
全
国
で
講
演

活
動
を
し
て
い
る
腰
塚

勇
人
氏
が
実
践
さ
れ
て

い
る

「
五

つ
の
誓

い
」

が
素
晴
ら
し
か

つ
た

の

で
紹
介
し
ま
す
。

①
心
は
人
の
痛

み
が
わ

か
る
た
め
に
使
お
う
。

②
手
足
は
人
を
助
け
る

た
め
に
使
お
う
。

③
耳
は
人
の
言
葉
を
最

後
ま
で
聴

い
て
あ
げ
る

た
め
に
使
お
う
。

④
日
は
人
の
よ

い
と
こ

ろ
を
見
る
た
め
に
使
お

う
。

⑤

日
は
人
を
励
ま
す
言

葉
や
感
謝

の
言
葉
を
言

う
た
め
に
使
お
う
。

い
じ

め

は

絶
対
許
さ
な
い

田
困
□
□


